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（日本学術振興会
科研費説明会
「資料１」より抜粋）



基盤研究Ｂ＋

挑戦的研究
基盤研究Ｃ.

（or若手研究）

【応募する種目の選び方】

１点勝負

複数応募

※
研究テーマによっては
学術変革への応募も

代表課題＋

分担課題

重複回避

不採択回避



（日本学術振興会
科研費説明会
「資料２」より抜粋）

「公募要領」
日本学術振興会ＨＰ
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/

「e-Rad」
府省共通研究開発管理システム
https://www.e-rad.go.jp/

「科研費電子申請システム」
https://www-
shinsei.jsps.go.jp/kaken/index.html



区分の選択に迷ったら
「ＫＡＫＥＮデータベース」を参照してください。
https://kaken.nii.ac.jp/ja/

不採択の際に参考となるため
希望してください。

研究内容を具体的に表すような研究課題名
（一般的、抽象的な表現は避ける。）を入力
してください。インパクトも重要です。

研究経費は各種目の上限額までの計画を
お勧めします。通常、採択されても3割程度
削減されてしまいます。



「役割分担」欄は研究実施計画に対する分担事項を中心に、
研究代表者、研究分担者がどのように協力して研究を行う
のか、それぞれの関連がわかるように記載してください。

代表者・分担者の別に関わらず、すべてのメンバーが研究インテグリティ
に誓約していないと応募できません。e-Radと科研費電子申請システムの
連携には時間を要しますので、お早めの登録をお願いします。



・変更前の（１）の「学術的背景」と（３）の
「着想に至った経緯」は、記載内容に重複
する部分や関連する部分が多く含まれる
ことから、１つの指示書きとして（１）にまと
められた。
・（６）として「国際性」に関する記載を求める
指示書きが追加された。※基盤Ａ・Ｂ・Ｃ



概要は10行程度で記述する。

11ポイント以上（英語は10ポイント以上）の
大きさの文字を使用する。

〇読みやすく書く
→ 見出しや箇条書き、余白等を使って読みやすく記載する。
※指示書きに従って書く

〇効果的な図を入れる ※白黒印刷でも見やすいもの
→ 審査委員の理解の助けとなる図を入れる。

〇研究計画をわかりやすく書く
→ 年度ごとに、何をどのように行うかを記載する。
※予算との整合性をとる

〇代表者・分担者（・協力者）の役割を明記する

〇「国際性」に関して記載する 【基盤研究Ａ・Ｂ・Ｃ】
→ 各分野で「国際性」の定義は異なることから、
審査においては、できるだけ幅広い意味を持たせるとのこと。
・ 国際共同研究を実施していることのみをもって、国際性が高いと
評価するものではない。

・ 「国際性」ととらえやすい将来的に世界の研究をけん引する、協同を
通じて世界の研究の発展に貢献する、我が国独自の研究としての
高い価値を創出する以外の内容であっても、当該分野で「国際性」
として評価されるものは積極的に評価する。



研究業績は網羅的に記載するものではなく、応募された研究計画の実行可能性を説明する上で、
その根拠となる文献等の主要なものを記載するよう、研究計画調書の「留意事項」に示されてきたが、
「研究業績を記載しなくてよい」といった誤った認識として捉えられている事例もあることから、

研究計画調書の指示書き「（１）これまでの研究活動」の記述において、
「主要な研究業績」も記述できることが明確にされた。

過去の研究業績の羅列ではなく、
応募する研究課題を実行できる
根拠となる業績を記載する。



・ 該当しない場合は、「該当しない」と記載してください。

・ 簡易的なアンケート調査であっても、人権への配慮を記載してください。

＜記載例＞
本研究では、○○○に関し、△△△を対象としたアンケート調査を実施する。
アンケート調査の実施については、人権の保護および法令等を遵守する。
必要に応じて、学習院大学の人を対象とする研究倫理委員会へ申請をし、
承認を得る手続きを行う。



【設備備品費】
・ １個または１組が10万円以上の機器、備品
・ パソコン、タブレット型コンピュータ、デジタルカメラ、ビデオカメラ、
テレビ、録画機器等の換金性が高いと判断される物品

【消耗品費】
・ １個または１組が10万円未満の物品
・ 図書（※CD-ROM、DVD版も図書として扱う）
※その他10万円以上でも、部品、ソフトウェア、試薬、試験材等は消耗品として扱う。
電子辞書は図書として扱わない。

＜明細は具体的に記載してください＞
○設備備品費
機械器具の場合は、単に○○○一式とするだけでなくその内訳も入力。

○消耗品費
書籍は全て消耗品です！
多数の図書、資料を購入する場合は「西洋中世政治史関係図書」のように、
ある程度、図書、資料の内容が判明するような表現で入力してください。
薬品、実験用動物、ガラス器具等その品名ごとに入力してください。

具体的に、設備備品費及び消耗品費の必要性・積算根拠について入力してください。
なお、いずれかの年度において、「設備備品費」が年度全体の９０％を超える場合、
及び「消耗品費」で特に大きな割合を占める経費がある場合、必ずその必要性に

ついて入力してください。重要な備品や消耗品は、前半の「研究目的、研究方法など」
にも必ず記載してください。



【国内旅費／外国旅費】
目的・場所・期間（例：資料収集・京都大学・３日間）に、
経費（例：交通費・宿泊費・日当）等を事項ごとに入力してください。
【人件費・謝金】
資料整理謝礼、実験補助アルバイト人件費、科研費研究員給与などを
記載してください。
（例：資料整理（内訳：博士後期課程学生○人×○月）・△△△千円）
【その他】

印刷費、複写費、通信費、運搬費、会議費、都区内交通費、学会誌投稿料等を、
その事項ごとに入力してください。

具体的に、旅費、人件費・謝金、その他の必要性・積算根拠を入力してください。
いずれかの経費が年度全体の９０％を超える場合及び「その他費」で特に大きな
割合を占める経費がある場合、必要性について入力してください。重要な経費は、
前半の「研究目的、研究方法など」にも必ず記載してください。

研究計画との整合性が取れるように、
具体的に記入してください。



e-Radと科研費電子申請システムの連携には時間を要しますので、
お早めに登録をお願いします。



（日本学術振興会
科研費説明会
「資料２」より抜粋）

大区分・中区分で審査される
研究種目は特に、広い分野の
審査委員で審査していること
を意識し、内容は専門分野が
離れた審査委員にも理解しや
すいように記載する。

区分の選択に迷ったら
「ＫＡＫＥＮデータベース」を参照してください。
https://kaken.nii.ac.jp/ja/



（日本学術振興会
科研費説明会
「資料２」より抜粋）



【２段階書面審査の流れ】

日本学術振興会
「基盤研究（Ｂ・Ｃ）（応募区分

「一般」）、若手研究 審査の手引」
より抜粋



研究計画調書は、評定基準等に示す「評定要素」の観点に沿って作成する。



【基盤研究Ｂ・Ｃの評定要素】
※若手研究には国際性に関する評定要素はない

1点や2点がつくと
採択は難しい。



日本学術振興会ホームページ「審査・評価について」

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/03_shinsa/index.html

３点以上をとる！



前回の審査結果も参考にしましょう

不採択調書の再利用はお勧めしません。
様式も毎年変わるので、最新のものを使用してください。



申請書の提出

→電子申請システムで提出。紙媒体の提出は不要。

個人で提出するのではなく、大学でまとめて提出するので、
学振の締切より早く、学内締切を設けます。
※電子申請システムで提出しても、直接学振には届きません。

学内締切 令和６（2024）年９月３日（火）

学振締切 令和６（2024）年９月18日（水）16時30分


